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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力した交流電力を所定の直流電力に変換し、電気移動体に設けられた受電コネクタを
介して前記電気移動体に搭載されたバッテリを充電する電気移動体用充電装置であって、
　チャデモ方式及びコンボ方式の充電方式に基づいて前記バッテリの充電制御を行う充電
制御手段と、
　前記交流電力を前記直流電力に変換してそれぞれが予め定められた出力電力を前記充電
制御に従って出力する互いに並列接続された複数の電力変換手段と、
　前記受電コネクタに接続され前記バッテリに給電する複数の給電コネクタと、
　前記電気移動体の台数に基づいて前記各電力変換手段の出力と前記各給電コネクタとの
接続を設定する接続設定手段と、
　を備え、
　前記接続設定手段は、
　前記電気移動体が１台であることを条件に、その電気移動体に搭載されたバッテリに前
記各電力変換手段の各出力電力を合計した合計出力電力を出力可能に前記接続を設定する
ものであり、
　前記電気移動体が複数台であることを条件に、それらの電気移動体に搭載された各バッ
テリに前記合計出力電力を分配して出力可能に前記接続を設定するものであり、
　前記チャデモ方式及び前記コンボ方式のいずれか一方の充電方式により充電される電気
移動体に搭載された一のバッテリの充電中に他方の充電方式により充電される電気移動体
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に搭載された他のバッテリを充電する場合には、前記一のバッテリを充電している状態を
維持しながら前記一のバッテリと前記他のバッテリとを充電する状態にするものであって
、
　前記各電力変換手段の出力可能な各出力電力は、前記電気移動体用充電装置の最大出力
電力を基準として所定の比率で予め定められており、
　前記一のバッテリの充電中に前記他のバッテリを充電する場合には、前記一のバッテリ
の充電開始から前記他のバッテリの充電開始までは前記合計出力電力で前記一のバッテリ
のみを充電し、続いて、前記一のバッテリに１つの前記電力変換手段から電力供給を行っ
て前記他のバッテリと並行して充電し、又は、前記合計出力電力での充電により前記一の
バッテリの充電電力が所定値になると前記一のバッテリに１つの前記電力変換手段から電
力供給を行って前記他のバッテリと並行して充電し、その後、前記一のバッテリの充電が
終了したら前記合計出力電力で前記他のバッテリを充電することを特徴とする電気移動体
用充電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の充電方式に対応可能な電気移動体用充電装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、モータ及び蓄電装置等を搭載して電力によって走行する電気自動車及びハイブリ
ッド自動車が普及し始めている。このような車両に対して充電を行うための急速充電方式
としては、チャデモ（CHAdeMO（登録商標））方式や、コンボ（Combined Charging Syste
m：CCS）方式が知られており、これらは互いに電圧、電流等の設定が異なっている。チャ
デモ方式及びコンボ方式の両方式に対応した急速充電器としては、例えば、ＡＢＢ社から
提供されている製品がある（非特許文献１参照）。
【０００３】
　図９は、チャデモ方式及びコンボ方式に対応した従来のデュアル方式の急速充電器のブ
ロック構成図である。従来のデュアル方式の急速充電器１は、装置全体を制御する制御ユ
ニット２、各種情報の設定及び表示を行う表示パネル３、チャデモ方式の充電制御を行う
チャデモ制御ユニット４、コンボ方式の充電制御を行うコンボ制御ユニット５、交流電力
を直流電力に変換するＰＣＳ６及び７、チャデモ方式の充電コネクタ８、コンボ方式の充
電コネクタ９を備えている。
【０００４】
　この構成により、従来のデュアル方式の急速充電器１は、チャデモ方式及びコンボ方式
にそれぞれ対応した２台の電気自動車を同時に急速充電することができるようになってい
る。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】「One fast charger supporting all charging standards」、［online
］、ABB Ltd、［平成２６年９月２４日検索］、インターネット〈ＵＲＬ：http://www.ab
b.com/product/us/9aac175242.aspx〉
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のデュアル方式の急速充電器１では、各方式の２台分の急速充電器
を１つの筐体に単に収納する構成であるので、筐体が大形化するため設置スペースの省ス
ペース化が図れないという課題があった。
【０００７】
　本発明は、従来の課題を解決するためになされたものであり、電圧、電流等の設定の異
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なる複数の充電方式に対応可能で、設置スペースの省スペース化を図ることができる電気
移動体用充電装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電気移動体用充電装置は、入力した交流電力を所定の直流電力に変換し、電気
移動体に設けられた受電コネクタを介して前記電気移動体に搭載されたバッテリを充電す
る電気移動体用充電装置であって、チャデモ方式及びコンボ方式の充電方式に基づいて前
記バッテリの充電制御を行う充電制御手段と、前記交流電力を前記直流電力に変換してそ
れぞれが予め定められた出力電力を前記充電制御に従って出力する互いに並列接続された
複数の電力変換手段と、前記受電コネクタに接続され前記バッテリに給電する複数の給電
コネクタと、前記電気移動体の台数に基づいて前記各電力変換手段の出力と前記各給電コ
ネクタとの接続を設定する接続設定手段と、を備え、前記接続設定手段は、前記電気移動
体が１台であることを条件に、その電気移動体に搭載されたバッテリに前記各電力変換手
段の各出力電力を合計した合計出力電力を出力可能に前記接続を設定するものであり、前
記電気移動体が複数台であることを条件に、それらの電気移動体に搭載された各バッテリ
に前記合計出力電力を分配して出力可能に前記接続を設定するものであり、前記チャデモ
方式及び前記コンボ方式のいずれか一方の充電方式により充電される電気移動体に搭載さ
れた一のバッテリの充電中に他方の充電方式により充電される電気移動体に搭載された他
のバッテリを充電する場合には、前記一のバッテリを充電している状態を維持しながら前
記一のバッテリと前記他のバッテリとを充電する状態にするものであって、前記各電力変
換手段の出力可能な各出力電力は、前記電気移動体用充電装置の最大出力電力を基準とし
て所定の比率で予め定められており、前記一のバッテリの充電中に前記他のバッテリを充
電する場合には、前記一のバッテリの充電開始から前記他のバッテリの充電開始までは前
記合計出力電力で前記一のバッテリのみを充電し、続いて、前記一のバッテリに１つの前
記電力変換手段から電力供給を行って前記他のバッテリと並行して充電し、又は、前記合
計出力電力での充電により前記一のバッテリの充電電力が所定値になると前記一のバッテ
リに１つの前記電力変換手段から電力供給を行って前記他のバッテリと並行して充電し、
その後、前記一のバッテリの充電が終了したら前記合計出力電力で前記他のバッテリを充
電する構成を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、電圧、電流等の設定の異なる複数の充電方式に対応可能で、設置スペースの
省スペース化を図ることができるという効果を有する電気移動体用充電装置を提供するこ
とができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１実施形態における車両用充電装置のブロック構成図である。
【図２】本発明の第１実施形態における車両用充電装置の制御ユニット及び切替ユニット
の機能説明である。
【図３】本発明の第１実施形態における車両用充電装置において、チャデモ車両のみを充
電する場合の充電パターン例を示す図である。
【図４】本発明の第１実施形態における車両用充電装置において、チャデモ車両及びコン
ボ車両を同時刻から並列充電する場合の充電パターン例を示す図である。
【図５】本発明の第１実施形態における車両用充電装置において、最初にチャデモ車両に
対してのみ充電を開始し、その充電中にコンボ車両の充電を開始する場合の第１の充電パ
ターン例を示す図である。
【図６】本発明の第１実施形態における車両用充電装置において、最初にチャデモ車両に
対してのみ充電を開始し、その充電中にコンボ車両の充電を開始する場合の第２の充電パ
ターン例を示す図である。
【図７】本発明の第１実施形態における車両用充電装置のフローチャートである。
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【図８】本発明の第２実施形態における車両用充電装置のブロック構成図である。
【図９】従来のデュアル方式の急速充電器のブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。なお、以下の実施形態では、
例えば電気自動車を充電する車両用充電装置について説明するが、本発明はこれに限定さ
れず、電気的駆動源で駆動される二輪車や船舶などの移動体にも適用することができる。
【００１２】
　（第１実施形態）
　まず、本発明に係る車両用充電装置の第１実施形態における構成について説明する。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態における車両用充電装置１０は、制御ユニット１１、表
示パネル１２、チャデモ制御ユニット１３、コンボ制御ユニット１４、ＰＣＳ(電力変換
装置)１５及び１６、切替ユニット１７、給電コネクタ１８及び１９を備えている。なお
、車両用充電装置１０は、本発明に係る電気移動体用充電装置を構成する。
【００１４】
　この車両用充電装置１０は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）と、ＲＯ
Ｍ（Read Only Memory）と、ＲＡＭ（Random Access Memory）と、各種インタフェースが
接続される入出力回路等を備えたマイクロコンピュータを含む。車両用充電装置１０は、
ＲＯＭに予め格納された制御プログラムを実行させることにより、マイクロコンピュータ
を、制御ユニット１１、表示パネル１２、チャデモ制御ユニット１３、コンボ制御ユニッ
ト１４、ＰＣＳ１５及び１６、切替ユニット１７、給電コネクタ１８及び１９の機能部と
して機能させるようになっている。
【００１５】
　制御ユニット１１は、車両用充電装置１０の各部の制御を行うとともに、車両用充電装
置１０に接続されたサーバ装置や課金システムなどの上位システムと通信を行うようにな
っている。
【００１６】
　表示パネル１２は、例えば、ユーザが所定の情報を入力するタッチパネルや、各種情報
を表示する表示部を備えている。例えば、表示パネル１２は、ユーザの操作によって、充
電方式や課金に関する情報が入力される。
【００１７】
　チャデモ制御ユニット１３は、チャデモ方式の規格に基づいて充電制御を行うようにな
っている。具体的には、チャデモ制御ユニット１３は、車両と通信するチャデモ通信線１
３ａに接続され、このチャデモ通信線１３ａを介して、チャデモ方式により充電される車
両（以下、「チャデモ車両」という）との間でバッテリの充電に関する制御信号を送受信
することにより充電制御を行うようになっている。なお、チャデモ制御ユニット１３は、
本発明に係る充電制御手段を構成する。
【００１８】
　コンボ制御ユニット１４は、コンボ方式の規格に基づいて充電制御を行うようになって
いる。具体的には、コンボ制御ユニット１４は、車両と通信するコンボ通信線１４ａに接
続され、このコンボ通信線１４ａを介して、コンボ方式により充電される車両（以下、「
コンボ車両」という）との間でバッテリの充電に関する制御信号を送受信することにより
充電制御を行うようになっている。なお、コンボ制御ユニット１４は、本発明に係る充電
制御手段を構成する。
【００１９】
　ＰＣＳ１５は、ＰＣＳ１６と並列に接続され、入力する交流電力を直流電力に変換して
予め定められた出力電力を、切替ユニット１７を介して車両のバッテリに出力するように
なっている。このＰＣＳ１５は、本発明に係る電力変換手段を構成する。
【００２０】
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　ＰＣＳ１６は、ＰＣＳ１５と並列に接続され、入力する交流電力を直流電力に変換して
予め定められた出力電力を、切替ユニット１７を介して車両のバッテリに出力するように
なっている。このＰＣＳ１６は、本発明に係る電力変換手段を構成する。
【００２１】
　図１において、ＰＣＳ１５及び１６のそれぞれの括弧書き「５０％」は、ＰＣＳ１５及
び１６の出力可能な各出力電力が、車両用充電装置１０の最大出力電力（以下、単に「装
置最大出力電力」という）の５０％であることを示している。例えば、装置最大出力電力
が５０ｋＷであるとすると、ＰＣＳ１５及び１６は、それぞれ、２５ｋＷの出力電力の出
力が可能である。これに対し、図９に示した従来のＰＣＳ６及び７は、それぞれ、装置最
大出力電力の１００％である。以下、本実施形態では、装置最大出力電力を５０ｋＷとし
、ＰＣＳ１５及び１６の出力可能な各出力電力を２５ｋＷとして説明する。
【００２２】
　ＰＣＳ１５及び１６は、出力可能な各出力電力が２５ｋＷであるので、出力電力が５０
ｋＷの従来のＰＣＳ６及び７よりも、筐体内でのＰＣＳの配置スペースの省スペース化を
図ることができる。したがって、ＰＣＳ１５及び１６を備えた車両用充電装置１０は、筐
体のサイズをコンパクトにすることが可能となり、設置スペースの省スペース化を図るこ
とができる。
【００２３】
　切替ユニット１７は、制御ユニット１１からの制御信号に基づいてオン又はオフの動作
を行う３つのＳＷ（スイッチ）１７ａ～１７ｃを備えている。また、切替ユニット１７は
、電力線１７ｄ及び１７ｅを介して、それぞれ、給電コネクタ１８及び１９に接続されて
いる。なお、切替ユニット１７は、本発明に係る接続設定手段を構成する。
【００２４】
　給電コネクタ１８は、チャデモ車両に設けられた受電コネクタに接続されるものである
。この給電コネクタ１８は、チャデモ通信線１３ａ及び電力線１７ｄを含むケーブル１８
ａを介して車両用充電装置１０の本体に接続されている。
【００２５】
　給電コネクタ１９は、コンボ車両に設けられた受電コネクタに接続されるものである。
この給電コネクタ１９は、コンボ通信線１４ａ及び電力線１７ｅを含むケーブル１９ａを
介して車両用充電装置１０の本体に接続されている。
【００２６】
　次に、図２を用いて制御ユニット１１及び切替ユニット１７の機能について説明する。
【００２７】
　図２（ａ）～（ｃ）は、それぞれ、車両用充電装置１０の充電対象の車両が、チャデモ
車両が１台の場合、コンボ車両が１台の場合、チャデモ車両及びコンボ車両が各１台の場
合において、切替ユニット１７が有する各ＳＷのオン状態、オフ状態を示す図である。
【００２８】
　まず、チャデモ車両が１台の場合においては、制御ユニット１１は、ＳＷ１７ａ及びＳ
Ｗ１７ｃをオンに、ＳＷ１７ｃをオフにする制御信号を切替ユニット１７に出力する。そ
の結果、チャデモ車両に搭載されたバッテリにはＰＣＳ１５及び１６の各出力電力の合計
出力電力、すなわち装置最大出力電力の１００％の出力電力（５０ｋＷ）が出力可能とな
る。
【００２９】
　次に、コンボ車両が１台の場合においては、制御ユニット１１は、ＳＷ１７ｂ及びＳＷ
１７ｃをオンに、ＳＷ１７ａをオフにする制御信号を切替ユニット１７に出力する。その
結果、コンボ車両に搭載されたバッテリにはＰＣＳ１５及び１６の各出力電力の合計出力
電力、すなわち装置最大出力電力の１００％の出力電力（５０ｋＷ）が出力可能となる。
【００３０】
　次に、チャデモ車両及びコンボ車両が各１台の場合においては、制御ユニット１１は、
ＳＷ１７ａ及びＳＷ１７ｂをオンに、ＳＷ１７ｃをオフにする制御信号を切替ユニット１
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７に出力する。その結果、チャデモ車両に搭載されたバッテリにはＰＣＳ１５の出力電力
が出力され、コンボ車両に搭載されたバッテリにはＰＣＳ１６の出力電力が出力される。
すなわち、チャデモ車両及びコンボ車両にそれぞれ搭載されたバッテリには、装置最大出
力電力の５０％の出力電力が充電方式ごとに出力可能となる。この場合、ＰＣＳ１５及び
１６の合計出力電力が、チャデモ方式及びコンボ方式の充電方式ごとに５０％以下で分配
されて各バッテリが充電される。
【００３１】
　なお、本実施形態では、ＰＣＳ１５及び１６の出力可能な各出力電力をそれぞれ装置最
大出力電力の５０％としたが、本発明はこれに限定されず、例えば、ＰＣＳ１５及び１６
の出力可能な各出力電力をそれぞれ装置最大出力電力の６０％及び４０％としてもよい。
【００３２】
　次に、本実施形態における車両用充電装置１０の充電パターン例について図３～図６を
用いて説明する。なお、図３～図６は、チャデモ車両及びコンボ車両に対する車両用充電
装置１０の充電パターン例を示す図である。なお、以下の記載において、チャデモ車両の
バッテリを充電することを単に「チャデモ車両の充電」といい、コンボ車両のバッテリを
充電することを単に「コンボ車両の充電」という。
【００３３】
　図３は、車両用充電装置１０が、チャデモ車両のみを充電する場合の充電パターン例を
示している。この場合、車両用充電装置１０は、ＰＣＳ１５及び１６を使用してチャデモ
車両のみを単独充電する。この充電は、装置最大出力電力を１００％使用したフル充電で
ある。
【００３４】
　図４は、車両用充電装置１０が、チャデモ車両及びコンボ車両を同時刻から並列充電す
る場合の充電パターン例を示している。この場合、車両用充電装置１０は、チャデモ車両
に対してはＰＣＳ１５を使用し、コンボ車両に対してはＰＣＳ１６を使用して充電する。
この充電は、装置最大出力電力を５０％ずつに分配したハーフ充電である。
【００３５】
　図５は、車両用充電装置１０が、最初にチャデモ車両に対してのみ充電を開始し、その
充電中にコンボ車両の充電を開始する場合の第１の充電パターン例を示している。すなわ
ち、図５に示すように、車両用充電装置１０は、ＰＣＳ１５及び１６を使用してチャデモ
車両の充電中に、コンボ車両の充電を開始する場合は、コンボ車両の充電を開始する時刻
ｔ３以前にＰＣＳ１５でチャデモ車両のみを単独充電する状態にする。また、時刻ｔ３か
らチャデモ車両に対する充電が終了する時刻ｔ４までは、チャデモ車両に対してはＰＣＳ
１５を使用し、コンボ車両に対してはＰＣＳ１６を使用して並列充電する。さらに、車両
用充電装置１０は、時刻ｔ４以降は、ＰＣＳ１５及び１６を使用してコンボ車両のみを単
独充電する。
【００３６】
　図６は、車両用充電装置１０が、最初にチャデモ車両に対してのみ充電を開始し、その
充電中にコンボ車両の充電を開始する場合の第２の充電パターン例を示している。すなわ
ち、図６に示すように、車両用充電装置１０は、チャデモ車両に対する充電開始から充電
電力が５０％になる時刻ｔ１まではＰＣＳ１５及び１６を使用してチャデモ車両のみを単
独充電する。また、車両用充電装置１０は、時刻ｔ１からチャデモ車両に対する充電が終
了する時刻ｔ２までは、チャデモ車両に対してはＰＣＳ１５を使用し、コンボ車両に対し
てはＰＣＳ１６を使用して並列充電する。さらに、車両用充電装置１０は、時刻ｔ２以降
は、ＰＣＳ１５及び１６を使用してコンボ車両のみを単独充電する。
【００３７】
　次に、本実施形態における車両用充電装置１０の動作について図７を用いて説明する。
なお、この動作説明は、図６に示した充電パターン例に関するものである。
【００３８】
　制御ユニット１１は、ユーザが表示パネル１２を操作して入力した充電方式の情報を取
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得する（ステップＳ１１）。
【００３９】
　制御ユニット１１は、取得した充電方式がチャデモ方式かコンボ方式かを判断する（ス
テップＳ１２）。
【００４０】
　ステップＳ１２において、制御ユニット１１は、取得した充電方式がチャデモ方式と判
断した場合は、チャデモ車両をフル充電する状態に切替ユニット１７を設定する（ステッ
プＳ１３）。具体的には、制御ユニット１１は、図２（ａ）に示したように、切替ユニッ
ト１７内のＳＷ１７ａ及び１７ｃをオンにし、ＳＷ１７ｂをオフに設定する。
【００４１】
　一方、ステップＳ１２において、制御ユニット１１は、取得した充電方式がコンボ方式
と判断した場合は、コンボ車両をフル充電する状態に切替ユニット１７を設定する（ステ
ップＳ１４）。具体的には、制御ユニット１１は、図２（ｂ）に示したように、切替ユニ
ット１７内のＳＷ１７ｂ及び１７ｃをオンにし、ＳＷ１７ａをオフに設定する。
【００４２】
　以下、ステップＳ１２において、制御ユニット１１がチャデモ方式と判断したものとし
て説明する。
【００４３】
　ステップＳ１３又は１４の後、制御ユニット１１は、チャデモ制御ユニット１３、ＰＣ
Ｓ１５及び１６を制御し、チャデモ車両の充電（ステップＳ１５）を開始する。
【００４４】
　制御ユニット１１は、新たなユーザが表示パネル１２を操作して２台目の車両（コンボ
車両とする）の充電要求（割込と図示）があったか否かを判断する（ステップＳ１６）。
【００４５】
　ステップＳ１６において、制御ユニット１１は、２台目の車両の充電要求があったと判
断しなかった場合は、充電が終了したか否かを判断する（ステップＳ１７）。
【００４６】
　ステップＳ１７において、制御ユニット１１は、充電が終了したと判断した場合は処理
を終了し、充電が終了したと判断しなかった場合はステップＳ１５に戻り、それ以降の処
理を実行する。
【００４７】
　ステップＳ１６において、制御ユニット１１は、２台目の車両の充電要求があったと判
断した場合は、チャデモ車両の充電電力が５０％以下か否かを判断する（ステップＳ１８
）。なお、チャデモ車両の充電電力は、チャデモ制御ユニット１３がチャデモ通信線１３
ａを介してチャデモ車両から取得する。
【００４８】
　ステップＳ１８において、制御ユニット１１は、チャデモ車両の充電電力が５０％以下
ではないと判断した場合はステップＳ１８の処理を繰り返す。すなわち、制御ユニット１
１は、チャデモ車両の充電電力が５０％以下になるまで待機する。
【００４９】
　一方、ステップＳ１８において、チャデモ車両の充電電力が５０％以下と判断した場合
はチャデモ車両及びコンボ車両を充電する状態に切替ユニット１７を設定する（ステップ
Ｓ１９）。具体的には、制御ユニット１１は、図２（ｃ）に示したように、切替ユニット
１７内のＳＷ１７ａ及び１７ｂをオンにし、ＳＷ１７ｃをオフに設定する。
【００５０】
　制御ユニット１１は、チャデモ制御ユニット１３、コンボ制御ユニット１４、ＰＣＳ１
５及び１６を制御し、チャデモ車両及びコンボ車両の充電（ステップＳ２０）を開始する
。
【００５１】
　制御ユニット１１は、チャデモ車両及びコンボ車両の両方、又はいずれか一方の充電が



(8) JP 5918330 B2 2016.5.18

10

20

30

40

50

終了したか否かを判断する（ステップＳ２１）。制御ユニット１１は、チャデモ車両及び
コンボ車両の両方の充電が終了したと判断した場合は処理を終了する。また、制御ユニッ
ト１１は、チャデモ車両及びコンボ車両のいずれか一方の充電が終了したと判断した場合
は、ステップＳ２０に戻り、充電が終了していない方の車両のみ充電を続ける。
【００５２】
　なお、図５に示した充電パターン例の場合は、図７に示したステップＳ１８とステップ
Ｓ１９の順序を入れ替え、まずステップＳ１９に相当するステップでチャデモ車両及びコ
ンボ車両を充電する状態に切替ユニット１７を設定し、次にステップＳ１８に相当するス
テップでチャデモ車両の充電が終了したか否かを判断する構成とすればよい。
【００５３】
　以上のように、本実施形態における車両用充電装置１０は、従来のデュアル方式の急速
充電器が備えていた２台の各ＰＣＳのよりも小型化が図れるＰＣＳを２台備える構成とし
たので、筐体サイズのコンパクト化を図りつつ、電圧、電流等の設定の異なる２種類の充
電方式に対応することができる。
【００５４】
　したがって、本実施形態における車両用充電装置１０は、電圧、電流等の設定の異なる
複数の充電方式に対応可能で、設置スペースの省スペース化を図ることができる。
【００５５】
　また、本実施形態における車両用充電装置１０は、従来よりも出力電力が小さいＰＣＳ
を２台備える構成としたので、コストの低減化を図ることもできる。
【００５６】
　なお、前述の実施形態では、充電対象の車両が１台の場合にＰＣＳ１５及び１６を使用
する例を挙げて説明したが、車両との通信によりバッテリの充電状態を把握して、バッテ
リの充電状態に応じてＰＣＳ１５又は１６のいずれか一方を使用する構成としてもよい。
【００５７】
　また、前述の実施形態では、車両用充電装置１０が、電力変換装置として２つの並列接
続のＰＣＳ１５及び１６を有する例を挙げて説明したが、本発明はこれに限定されない。
例えば、３つの並列接続のＰＣＳを有する車両用充電装置の場合は、３つのＰＣＳの合計
出力電力を装置最大出力電力とし、１台の車両を充電するときは３つのＰＣＳを使用し、
２台の車両を充電するときは、例えば、一方の車両は２つのＰＣＳ、他方の車両は１つの
ＰＣＳを使用する構成とすることができ、この構成により前述と同様の効果が得られる。
【００５８】
　また、前述の実施形態において、車両用充電装置１０が、チャデモ方式及びコンボ方式
に対応する例を挙げて説明したが、本発明はこれに限定されず、１つの充電方式のみで２
つのＰＣＳ１５及び１６を用いることもできる。例えば、図１に示したコンボ制御ユニッ
ト１４に代えてチャデモ制御ユニット１３をさらに設け、２つのチャデモ制御ユニット１
３と、２つのチャデモ通信線１３ａと、ＰＣＳ１５及び１６を用いて２台のチャデモ車両
を充電することもでき、前述と同様の効果が得られる。また、３つ以上の充電方式を用い
る構成であっても前述と同様の効果が得られる。
【００５９】
　（第２実施形態）
　図８に示すように、本実施形態における車両用充電装置２０は、制御ユニット１１、表
示パネル１２、チャデモ制御ユニット１３、コンボ制御ユニット１４、ＰＣＳ２１、切替
ＳＷ２２、給電コネクタ１８及び１９を備えている。なお、第１実施形態と同様な構成の
説明は省略する。
【００６０】
　ＰＣＳ２１は、装置最大出力電力の１００％をチャデモ方式又はコンボ方式の車両に出
力できるものである。
【００６１】
　切替ＳＷ２２は、接点２２ａ及び２２ｂを有し、制御ユニット１１からの制御信号に基
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は、切替ＳＷ２２は、チャデモ車両を充電する場合には接点２２ａを、コンボ車両を充電
する場合には接点２２ｂを選択するようになっている。なお、切替ＳＷ２２は、本発明に
係る切替手段を構成する。
【００６２】
　本実施形態における車両用充電装置２０は、前述のように構成されているので、制御ユ
ニット１１は、制御信号を切替ＳＷ２２に出力することにより、切替ＳＷ２２に接点２２
ａを選択させてチャデモ車両をフル充電することができ、切替ＳＷ２２に接点２２ｂを選
択させてコンボ車両をフル充電することができる。
【００６３】
　また、本実施形態における車両用充電装置２０は、装置最大出力電力が１００％のＰＣ
Ｓ２１を１台のみ備えているので、装置最大出力電力が１００％のＰＣＳを２台備えた従
来のもの（図９参照）よりも筐体サイズのコンパクト化を図りつつ、電圧、電流等の設定
の異なる２種類の充電方式に対応することができる。
【００６４】
　したがって、本実施形態における車両用充電装置２０は、電圧、電流等の設定の異なる
複数の充電方式に対応可能で、設置スペースの省スペース化を図ることができる。
【００６５】
　また、本実施形態における車両用充電装置２０は、装置最大出力電力が１００％のＰＣ
Ｓ２１を１台のみ備えているので、装置最大出力電力が１００％のＰＣＳを２台備える従
来のものよりもコストの低減化を図ることもできる。
【００６６】
　なお、前述の実施形態において、車両用充電装置２０が、チャデモ方式及びコンボ方式
に対応する例を挙げて説明したが、本発明はこれに限定されず、例えば、切替ＳＷ２２の
接点を３つにし、３つの充電方式に対応させることもでき、前述と同様な効果が得られる
。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　以上のように、本発明に係る電気移動体用充電装置は、電圧、電流等の設定の異なる複
数の充電方式に対応可能で、設置スペースの省スペース化を図ることができるという効果
を有し、複数の充電方式に対応可能な電気移動体用充電装置として有用である。
【符号の説明】
【００６８】
　１０、２０　車両用充電装置（電気移動体用充電装置）
　１１　制御ユニット
　１２　表示パネル
　１３　チャデモ制御ユニット（充電制御手段）
　１４　コンボ制御ユニット（充電制御手段）
　１５、１６、２１　ＰＣＳ（電力変換手段）
　１７　切替ユニット（接続設定手段）
　１７ａ～１７ｃ　ＳＷ
　１８、１９　給電コネクタ
　１８ａ、１９ａ　ケーブル
　２２　切替ＳＷ（切替手段）
　２２ａ、２２ｂ　接点
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